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【
Ｑ
１
】

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保

財
政
の
運
営
主
体
が
県
へ

移
管
さ
れ
る
が
、
本
町
の

１
人
当
た
り
の
保
険
税
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

本
町
の
１
人
当
た
り
平

均
保
険
料
は
、
県
の
公
表

に
よ
る
と
15
・
13
％
増
加

す
る
と
の
試
算
で
あ
っ
た

が
、
激
変
緩
和
策
等
が
加

味
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

今
年
度
保
険
税
を
改
訂
し

た
の
で
、
公
表
の
よ
う
な

増
加
率
に
は
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

こ
の
制
度
改
革
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
県

と
町
の
役
割
分
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

制
度
改
革
の
柱
と
も
い

え
る
国
保
の
広
域
化
に
よ

り
、
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
国
保
制
度
に
お
い
て
、

財
政
規
模
を
大
き
く
す
る

こ
と
で
、
安
定
的
か
つ
効

率
的
な
事
業
運
営
の
確
保

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

役
割
分
担
と
し
て
は
、

県
は
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
し
て
国
保
運
営
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
運

営
方
針
の
策
定
、
市
町
ご

と
の
納
付
金
額
の
決
定
及

び
標
準
保
険
料
率
の
提
示

を
行
う
。
町
は
資
格
管

理
、
保
険
給
付
、
保
険
料

率
の
決
定
、
賦
課
・
徴
収
、

保
健
事
業
な
ど
を
行
う
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

県
が
財
政
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
る
町
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

【
Ａ
３
】

　

保
険
給
付
に
必
要
な
費

用
が
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

た
め
、
町
の
財
政
運
営
は

安
定
す
る
。
ま
た
、
国
保

連
等
と
連
携
し
共
同
で
事

業
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
の
共
同
処
理
や

効
率
化
が
一
層
推
進
さ

れ
、
コ
ス
ト
削
減
が
期
待

で
き
る
。

町制施行１００周年記念事業に提案

町民に十分周知し、熊野町ＰＲの絶好の好機である点に留意し事業を推進して
いく。

A 〈町長〉

〈沖田 ゆかり 議員〉Q

や
絵
本
の
制
作
に
つ
い
て

も
作
業
を
進
め
て
い
る
。

消
防
出
初
式
で
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
や
準

備
に
要
す
る
作
業
量
な
ど

を
調
査
し
消
防
団
と
も
協

議
し
て
い
く
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
出
生
届
の
作

成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
２
】

　

本
年
度
中
に
も
導
入
す

る
方
向
で
検
討
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
婚
姻
届
等

を
受
理
し
た
際
、
希
望
者

に
交
付
す
る
受
理
証
明
に

つ
い
て
も
、
届
出
者
の
手

元
に
残
る
記
念
品
と
な
る

の
で
、
あ
わ
せ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
化
を
検
討
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　

愛
知
県
西
尾
市
消
防
出

初
式
で
は
、
放
水
作
業
に

よ
る
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
消
防
出
初

式
と
書
か
れ
た
ボ
ー
ド
に

放
水
す
る
こ
と
で
町
の
観

光
Ｐ
Ｒ
を
す
る
隠
し
絵
が

浮
か
び
上
が
る
。
熊
野
町

で
は
町
制
施
行
100
周
年
と

書
か
れ
た
筆
文
字
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
ふ
で
り
ん
な
ど

が
隠
し
絵
と
し
て
浮
か
び

上
が
る
と
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
祝
う
こ
と
が
で
き

消
防
団
の
日
頃
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
出
初
式
に
多
く

の
町
民
が
集
わ
れ
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
と
思
う
が

検
討
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

町
制
施
行
100
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
は
夏
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
参
加
に
つ
い
て
準
備
を

行
っ
て
お
り
、
全
国
ネ
ッ

ト
の
テ
レ
ビ
公
開
番
組
の

招
致
に
向
け
申
請
を
済
ま

せ
て
い
る
。
ま
た
記
念
誌

産 業
観 光

まちの魅力

国保の運営について制度改革は
どのようなものか

財政規模を大きくすることにより、安定的かつ効率的な事業
運営の確保を目指すもの。

Q

A 〈町長〉
民法 正則議員

議
会
審
議

議
会
審
議

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

臨

時

会

臨

時

会

一
般
質
問

一
般
質
問

健 康
福 祉

▲ 100周年のロゴマーク

⑨ くまの議会だより　第103号

定住人口の維持・増加に向けた町の魅力と課題は

町の総合計画等に基づき、魅力あるまちづくりの推進に努め
ている。

Q

A 〈町長〉
諏訪本 光議員

災害等発生時におけるドローン活用
の考えは

発災時における実態把握等に有効な手段の一つとして、今後、
調査・検討したい。

【
Ｑ
１
】

　

空
の
産
業
革
命
と
言
わ

れ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
は
、

居
な
が
ら
に
し
て
安
全
か

つ
迅
速
に
状
況
の
把
握
、

管
理
、
輸
送
な
ど
へ
の
利

用
が
可
能
で
あ
る
。
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

発
災
時
に
お
け
る
実
態

把
握
及
び
そ
の
二
次
災
害

防
止
等
へ
の
対
策
検
討
に

お
い
て
、
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
。
機
器
の
価
格
、

性
能
等
に
係
る
商
品
開
発

の
動
向
、
事
故
の
危
険
性

ま
た
、
民
間
会
社
へ
の
委

託
方
式
等
、
今
後
、
調
査

す
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

湾
岸
ト
レ
イ
ル
構
想
を

推
進
さ
れ
る
な
か
で
、
山

歩
き
を
す
る
人
が
増
え
れ

ば
そ
れ
な
り
に
事
故
が
つ

き
も
の
だ
と
思
う
。
人
命

救
助
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

搬
送
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
Ａ
２
】

　

ト
レ
イ
ル
な
ど
の
山
中

の
事
故
や
大
規
模
災
害
に

よ
る
交
通
遮
断
の
場
合
に

は
、
有
効
手
段
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
今
後
、
情
報
の
収

集
に
努
め
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

一
般
の
人
が
興
味
本
位

で
使
用
さ
れ
る
と
、
事
故

が
大
変
懸
念
さ
れ
る
が
、

危
険
防
止
対
策
と
し
て
の

講
習
会
な
ど
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
Ａ
３
】

　

職
員
を
対
象
と
し
た
り

防
災
業
務
に
特
化
し
た
も

の
で
は
な
い
が
、
公
民
館

講
座
の
中
で
マ
ナ
ー
や
操

作
方
法
の
講
習
を
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

Q

A 〈町長〉
立花 慶三議員

議
会
審
議

議
会
審
議

臨

時

会

臨

時

会

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

一
般
質
問

一
般
質
問

【
Ｑ
１
】

　

町
内
外
の
皆
さ
ん
へ
具

体
的
な
町
の
魅
力
を
示
す

こ
と
は
定
住
人
口
の
維
持
・

増
加
だ
け
で
な
く
、
郷
土

愛
の
精
神
の
涵
養
に
繋
が

る
。
町
の
魅
力
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

熊
野
町
の
魅
力
、
特
色

は
、全
国
ト
ッ
プ
の
筆
産
業

が
あ
り
、そ
の
公
的
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
運
営
、ま
た
、15

万
点
超
の
作
品
が
集
ま

る
全
国
最
大
級
の
書
画
展

を
開
催
す
る
な
ど
、
文
化

力
の
高
い
町
で
あ
る
。

　

ま
た
、
３
都
市
に
隣
接

し
た
立
地
と
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
道
路
整

備
な
ど
の
課
題
は
あ
る

が
、
将
来
へ
の
可
能
性
を

秘
め
た
町
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
な
町

で
、
公
民
館
活
動
等
へ
の

参
加
者
も
多
い
。
健
康
へ

の
意
識
も
高
く
、
本
町
の

要
介
護
認
定
率
は
、
県
下

で
最
も
低
い
。 か

ん 

よ
う

【
Ｑ
２
】

　

例
え
ば
、
筆
産
業
は
地

域
で
の
雇
用
を
生
ん
で
い

る
と
か
、「
教
育
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
町
」
と
し
て

高
い
文
化
力
を
保
持
し
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
入

率
が
高
い
な
ど
、
具
体
的

に
数
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

隣
の
東
広
島
市
で
は
、

「
移
住
す
る
な
ら
、
子
育

て
す
る
な
ら
東
広
島
」
の

看
板
を
出
し
て
、
担
当
の

セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
。

　

熊
野
の
町
の
自
慢
は
？

と
聞
か
れ
て
、
明
確
に
説

明
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
。

【
Ａ
２
】

　

大
変
貴
重
な
示
唆
を
い

た
だ
い
た
。
町
の
魅
力
を

自
信
を
持
っ
て
発
信
で
き

る
体
制
を
整
え
、
定
住
促

進
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

▲ 活用が期待される
　 ドローン

安 心
安 全


